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(57)【要約】
第１セクションの第１面に第１ディスプレイを有する第
１セクションと、第１セクションと回動可能に接続され
ている第２セクションとを備える携帯用電子デバイス。
第２セクションは、第２セクションの第１面に第２ディ
スプレイを備える。第２セクションは、第２セクション
の第１面の反対側に第２面を備える。第１および第２セ
クションが互いに関して第１折り畳み形態にあるとき、
第１セクションの第１面が第２セクションの第２面の向
かい側に位置する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セクションの第１面に第１ディスプレイを備える前記第１セクションと、
　前記第１セクションと回動可能に接続されている第２セクションであって、前記第２セ
クションが、前記第２セクションの第１面に第２ディスプレイを備え、前記第２セクショ
ンが前記第２セクションの前記第１面の反対側に第２面を備え、さらに前記第１および第
２セクションが互いに関して第１折り畳み形態にあるとき、前記第１セクションの前記第
１面が、前記第２セクションの前記第２面の向かい側に位置する、第２セクションと、
を備える、携帯用電子デバイス。
【請求項２】
　前記第１および第２セクションが、互いに関して第２折り畳み形態にあるとき、前記第
２セクションの前記第１面が、前記第１セクションの第２面の向かい側に位置する、請求
項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項３】
　送受信機付き移動電話を備える、請求項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項４】
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作を感知するセンサと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に少なくとも部分的に基づいて、前
記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する、前記センサに接続され
ているシステムと、
をさらに備える、請求項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項５】
　前記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する前記システムが、前
記第２ディスプレイ上でアプリケーションを選択する手段を備え、ここで該アプリケーシ
ョンは、前記第１および第２セクションが次に前記第１折り畳み形態から変化する時に、
前記第１ディスプレイに表示されるべきアプリケーションである、請求項４に記載の携帯
用電子デバイス。
【請求項６】
　前記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する前記システムが、前
記第１および第２セクションが互いに関して連続的に回転させられる時に、アプリケーシ
ョンの連続したページ画像を、連続して１つずつ前記ディスプレイに表示する手段を備え
る、請求項４に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項７】
　第１ディスプレイを備える第１セクションと、
　前記第１セクションに対して回動可能な第２セクションと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作を感知するセンサと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に基づいて、前記第１ディスプレイ
に表示されている画像を変更する、前記センサに接続されているシステムと、
を備える、携帯用電子デバイス。
【請求項８】
　前記第２セクションが第２ディスプレイを備え、前記第１および第２セクションが折り
畳み形態にあるときに前記第１および第２ディスプレイが同じ方向を向く、請求項７に記
載の携帯用電子デバイス。
【請求項９】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションの互いに関する動作に
基づいて前記第２ディスプレイに表示されている画像を変更するようになっている、請求
項８に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１０】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションが次に第１折り畳み形
態から変化する時に前記第１ディスプレイに表示されるべきアプリケーションを、前記第
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２ディスプレイ上で選択する手段を備える、請求項８に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１１】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションが互いに関して連続的
に回転させられる時に、アプリケーションの連続したページ画像を、連続して１つずつ前
記ディスプレイに表示する手段を備える、請求項８に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１２】
　前記第２セクションが、前記第２セクションを通して前記第１ディスプレイを見ること
ができるようにするウィンドウを備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１３】
　送受信機付き移動電話を備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１４】
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に少なくとも部分的に基づいて、第
２ディスプレイに表示されるべき画像を選択する手段をさらに備える、請求項７に記載の
携帯用電子デバイス。
【請求項１５】
　前記第１および第２セクションが、互いに関して約３６０度回転可能な、請求項７に記
載の携帯用電子デバイス。
【請求項１６】
　携帯用電子デバイスのディスプレイに画像を表示する方法であって、前記方法が、
　第１ディスプレイを有する第１セクションが第２ディスプレイを有する第２セクション
に対して回動可能である、前記第１セクションおよび前記第２セクションを前記携帯用電
子デバイスに備えさせることと、
　前記第２セクションの前記第１セクションに対する動作、および前記第２ディスプレイ
で選択されているかまたは実行中であるアプリケーションに少なくとも部分的に基づいて
、前記第１ディスプレイに表示されるべき画像を選択することと、
を含む、方法。
【請求項１７】
　前記第１セクションの前記第２セクションに対する動作、および前記第１ディスプレイ
で選択されているかまたは実行中であるアプリケーションに少なくとも部分的に基づいて
、前記第２ディスプレイに表示されるべき画像を選択することをさらに含む、請求項１６
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ディスプレイ上の画像を第１の順序で連続的に見るために、前記第１および第２セ
クションを互いに関して第１の方向に回転させることをさらに含む、請求項１６に記載の
方法。
【請求項１９】
　前記ディスプレイ上の画像を逆の第２の順序で連続的に見るために、前記第１および第
２セクションを互いに関して反対の第２の方向に回転させることをさらに含む、請求項１
８に記載の方法。
【請求項２０】
　携帯用電子デバイスにおいて、複数の画像の表示を変更する方法であって、前記方法が
、
　ベース・セクションに対して回動可能であるカバー・セクションを前記携帯用電子デバ
イスに備えさせることであって、前記カバー・セクションおよび前記ベース・セクション
のうちの少なくとも１つがディスプレイを備える、ことと、
　前記複数の画像の中の第１の画像を前記ディスプレイに表示することと、
　前記カバーおよびベース・セクションを互いに関して動かすこととを含み、
　前記複数の画像の中の、前記第１の画像とは異なる第２の画像が、前記カバーおよびベ
ース・セクションの互いに関する動作に基づいて、自動的に前記第１ディスプレイまたは
第２ディスプレイに表示される、
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方法。
【請求項２１】
　前記第１ディスプレイまたは前記第２ディスプレイ上の画像を第１の順序で連続的に見
るために、前記カバーおよびベース・セクションを互いに関して第１の方向に回転させる
ことをさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１ディスプレイまたは前記第２ディスプレイ上の画像を逆の第２の順序で連続的
に見るために、前記第１および第２セクションを互いに関して反対の第２の方向に回転さ
せることをさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　ハンドヘルド携帯装置の複数のディスプレイに表示される複数の画像を変更するための
動作を実行するための、前記装置によって実行可能な命令によるコンピュータ・プログラ
ムであって、前記動作が、
　前記複数のディスプレイのうちの第１のディスプレイに前記複数の画像の中の第１の画
像を表示することと、
　その後、前記ハンドヘルド携帯装置の第１セクションが前記ハンドヘルド携帯装置の第
２セクションに対して回動したかどうかを判断することと、
　前記第１セクションが前記第２セクションに対して回動したという判断に基づいて、前
記複数の画像の中の第２の画像を前記複数のディスプレイのうちの第２のディスプレイに
自動的に表示することと、
を含む動作である、コンピュータ・プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用電子デバイスに関し、特に、携帯用電子デバイスで表示されることに
なる画像の選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許出願公開第２００３／０２２４８３２（Ａ１）号明細書は、ヒンジによって接
続された上部と下部、ならびに上部および下部のそれぞれに１つずつ設けられた２つのデ
ィスプレイを有する、折りたたみ式携帯電話を開示している。２つのディスプレイは、折
りたたまれた構成では、互いに向き合っている。ディスプレイのうちの１つの上に置くこ
とのできるレンズも開示されている。この公報は、第１のディスプレイで何らかの選択を
行うと、第２のディスプレイに表示されるものが変更されるという基本的な発案を、一般
的な水準で説明している。米国特許出願公開第２００４／０２１２６０２号明細書は、折
りたたまれた構成で互いに向き合う２つのディスプレイを備えたディスプレイ・デバイス
を開示している。この公報では、２つのディスプレイおよびヒンジを用いたデバイスの開
／閉操作によって、ユーザがページをめくることができることを説明している。
【０００３】
　その内容全体を参照とし本願明細書に引用されている２００４年６月２５日出願の米国
特許出願第１０／８７７５２５号明細書は、回転式のディスプレイおよびカメラを備えた
移動通信デバイスを開示している。その内容全体を参照とし本願明細書に引用されている
２００３年４月２３日出願の米国特許出願第１０／４２１２７８号明細書は、携帯用電子
デバイスで使用するヒンジを開示している。
【０００４】
　通常の折りたたみタイプの電話は、基本的に開くことができる１つのブロックであり、
機械的な動作が電話の作動にあまり影響を与えない。電話を開くことによって、電話機、
ならびにその機能性および制御機構が明らかになるだけである。３６０度可動のヒンジを
核にした発案、およびその技術を既存の折りたたみ式と同様に応用する試みがなされてき
たが、使い勝手に関して真の利便性を伴っていない。
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【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／０２２４８３２　Ａ１号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００４／０２１２６０２号
【特許文献３】米国特許出願第１０／８７７，５２５号
【特許文献４】米国特許出願第１０／４２１，２７８号
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、第１セクションの第１面に第１ディスプレイを有する第１セ
クションと、第１セクションと回動可能に接続されている第２セクションとを備える携帯
用電子デバイスが提供される。第２セクションは、第２セクションの第１面に第２ディス
プレイを備える。第２セクションは、第２セクションの第１面の反対側に第２面を備えて
いる。第１および第２セクションが、互いに関して第１折り畳み形態にあるとき、第１セ
クションの第１面は、第２セクションの第２面の向かい側に位置する。
【０００７】
　本発明の別の態様によれば、第１ディスプレイを備えている第１セクションと、第１セ
クションに対して回動可動な第２セクションと、第１および第２セクションの互いに関す
る動作を感知するセンサと、第１セクションおよび第２セクションの互いに関する動作に
基づいて第１ディスプレイに表示されている画像を変更するためにセンサに接続されたシ
ステムと、を備えている携帯用電子デバイスが提供される。
【０００８】
　本発明の別の態様によれば、携帯用電子デバイスのディスプレイに画像を表示する方法
が提供され、この方法は、第１ディスプレイを有する第１セクションが第２ディスプレイ
を有する第２セクションに対して回動可能である、第１セクションおよび第２セクション
を携帯用電子デバイスに備えさせることと、第１セクションに対する第２セクションの動
作および第２ディスプレイで選択されているかまたは実行中であるアプリケーションに少
なくとも部分的に基づいて、第１ディスプレイに表示されるべき画像を選択することと、
を含む。
【０００９】
　本発明の別の態様によれば、携帯用電子デバイスにおいて画像の表示を変更する方法が
提供され、この方法は、カバー・セクションおよびベース・セクションのうちの少なくと
も１つがディスプレイを含み、ベース・セクションに対して回動可能であるカバー・セク
ションを携帯用電子デバイスに備えさせることと、画像のうちの最初の１つをディスプレ
イに表示することと、カバーおよびベース・セクションを互いに関して動かすこと、を含
む。２番目の別の画像は、カバーおよびベース・セクションの互いに関する動作に基づい
て、第１ディスプレイまたは第２ディスプレイに自動的に表示される。
【００１０】
　本発明の上述の態様およびその他の特徴は、添付の図面に関連して解釈される以下の記
載の中で説明される。
【好適な実施形態の詳細な説明】
【００１１】
　図１を参照すると、本発明の機能を実装した携帯用電子デバイス１０の斜視図が示され
ている。本発明は、図面に示された例示的な実施形態を参照して説明されるが、当然のこ
とながら、本発明は、別の様々な形の実施形態で具現化することができる。加えて、適切
なあらゆるサイズ、形、または種類のエレメントあるいは材料を、使用することが可能と
考えられる。
【００１２】
　例示された実施形態におけるデバイス１０は、移動通信デバイスである。具体的には、
デバイス１０は、移動電話である。しかし、本発明の機能は、例えば携帯用ゲーム・デバ
イス、ＰＤＡまたはラップトップ／ノートブック型コンピュータなど、適切なあらゆる種
類の携帯用電子機器で使用可能と考えられる。電話１０は、一般に、第１セクション１２
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、第２セクション１４、および接続セクション１６を備える。本実施形態においては、第
１セクション１２が電話のベースを形成し、第２セクションがカバーを形成する。さらに
図２を参照すると、電話は、送受信機１８、アンテナ２０、メモリ２２、マイクロプロセ
ッサなどのコントローラ２４、スピーカまたは音響変換器２６、およびマイクロフォン２
８を備える、電子回路を備える。電話１０は、当技術分野で周知の他の電話または移動コ
ミュニケータ・エレメントを備えることができる。
【００１３】
　本実施形態では、電子機器回路の大部分が第１セクション１２にある。しかし、電子機
器回路は、第２セクション１４および接続セクション１６に位置することもあり得る。図
1乃至３を参照すると、第１セクション１２は、第１面３４および第２面３６を備える。
第１ディスプレイ３０は、第１面３４にある。第１ディスプレイ３０は、例えばタッチ・
スクリーンなど、ユーザ・インターフェース（ＵＩ：User Interface）の一部として機能
することができる。一方、第１セクションにおけるＵＩには、ボタン、キー、トラックボ
ール、および／またはその他適切なあらゆる種類のユーザ・インターフェース・システム
を含めることができると考えられる。このため、第１ディスプレイがタッチ・スクリーン
である必要はなく、単なるディスプレイ・スクリーンとすることができる。
【００１４】
　第２セクション１４は、第１面３８および第２面４０を備える。本実施形態において、
第２セクション１４の第１面３８は第２ディスプレイ３２を備え、これは、例えばタッチ
・スクリーンなどユーザ・インターフェース（ＵＩ）の一部として機能することができる
。一方、第２セクションにおけるＵＩには、ボタン、キー、トラックボール、および／ま
たはその他適切なあらゆる種類のユーザ・インターフェース・システムを含めることがで
きると考えられる。このため、第２ディスプレイがタッチ・スクリーンである必要はなく
、単なるディスプレイ・スクリーンとすることができる。その上、事実上２つのディスプ
レイを備えさせることができると考えられる。
【００１５】
　図１は、電話１０が第１折り畳み形態にあるところを示している。図３は、電話１０が
第２折り畳み形態にあるところを示している。図２は、電話１０が、第１および第２折り
たたみポジションの間で、中間的ポジションあるいは開いたポジションにあるところを示
している。接続セクション１６によって、第１および第２セクション１２、１４が、矢印
４２、４４で示されるように、互いに関して回動することができるようになる。さらに、
第１および第２セクション１２、１４は、矢印４２、４４で示される方向と逆向きにも、
互いに関して回動することができる。このように、第１および第２セクション１２、１４
を、第１および第２折り畳み形態の間で、互いに関して動作させることができる。本発明
は、図１乃至３の実施形態において接続セクション１６を第１および第２セクションの上
面に有するものとして示されているが、接続セクションは、左側面または右側面に備えら
れてもよく、あるいは、折りたたみまたは一部折り畳み形態の間に適する他の任意の可動
接続を備えてもよいと考えられる。加えて、デバイスが２つより多くのセクション、例え
ば３つのセクションを備えている場合には、本発明の機能を使用するのに、図１および図
３に示されるような全てのセクションを完全に折りたたんで前から後ろまで積み重ねた構
成にしなくても済むと考えられる。
【００１６】
　さらに、図４乃至６を参照すると、電話１０が図２に示されている開いたポジションに
あるところを示しており、開いたポジションでは、２つのディスプレイ３０、３２が、反
対の方向を向いて位置する。一方、図１および図３に示されている折り畳み形態では、デ
ィスプレイ３０、３２は、同じ方向を向いている。図１に示されている第１折り畳み形態
では、第１セクション１２の第１ディスプレイ３０を伴った第１面３４は、第２セクショ
ン１４の第２面４０の向かい側に位置する。従って、実質的には第２セクション１４が第
１ディスプレイ３０にふたをしていることになる。図３に示されている第２折り畳み形態
では、第２セクション１４の第２ディスプレイ３２を伴った第１面３８は、第１セクショ
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ン１２の第２面３６の向かい側に位置する。従って、実質的には第１セクション１２が第
２ディスプレイ３２にふたをしていることになる。第１および第２セクションは、上部を
ワイヤで留められたステノ・ブックまたはメモ帳と同じように、互いに関して繰り返し前
へまたは後ろへと回転させることができる。
【００１７】
　接続セクション１６は、第１および第２セクションが互いに関して動かされたら感知す
るように、センサ４６を備えていることが望ましい。代替的あるいは補足的に、第１およ
び／または第２セクションがセンサ（単数または複数）を備えることも考えられる。セン
サ４６は、コントローラ２４に連結されている。コントローラ２４は、第1および第２セ
クション１２、１４が、例えば第１折り畳み形態から第２折り畳み形態へ、あるいはその
逆に動くなど互いに関して動かされたというセンサ４６からの信号に少なくとも部分的に
基づいて、ディスプレイ３０、３２の少なくとも１つに表示されている画像を変更するよ
うになっている。好適な一実施形態においては、センサ４６は、さらに、その動作が前へ
回転する動作（矢印４２、４４）であるか、あるいは後ろへ回転する動作（矢印４２、４
４の逆）であるかを、信号で伝えることもできる。
【００１８】
　本実施形態における接続セクション１６は、単にヒンジ・タイプの接続としてだけ示さ
れている。一方、別の実施形態では、２つのセクション１２、１４を、図1乃至３に図示
されている回転経路と直交して互いに関して１８０度回転できるようにするために、接続
セクションに、回転可能なセクションを備えさせることができると考えられる。ひいては
、ポケット、ハンドバッグ、アタッシュケースに入れての保管または持ち運びなどのため
に、第１面３４、３８を互いに向き合わせることが可能となる。
【００１９】
　ここで、さらに図７乃至１０を参照すると、本発明を使用する１つの方法が説明される
。図７は、図１と同様に電話１０が第１折り畳み形態にあるところを示しているが、ここ
では第１画像４８が、第２ディスプレイ３２に表示されている。本実施形態における第１
画像４８は、様々なアプリケーションまたはプログラムを選択または起動するためのアイ
コンを含んでいる。図８は、アイコンのうちの１つアイコン５２を選択するために、ユー
ザによってペンまたはスタイラス５０が使用されているところを示している。別の一実施
形態では、ユーザが彼または彼女の指を使ってアイコンを選択する場合など、ペンまたは
スタイラスが使用されないこともあり得る。この例で選択されたアイコン５２は、通話を
行うための電話アイコンである。一方で、あらゆる適切なアイコンを選択することも考え
られ、例えば、フォト・アルバム・アイコン、ゲーム・フォルダ・アイコン、あるいは音
楽ファイル・アイコンまたは映像ファイル・アルバム・アイコンが挙げられる。図８に示
されるように、アプリケーション／プログラム／ファイルを選択した後、ユーザは、図９
および図１０に示されるように、第２セクション１４を回転させて第２折り畳み形態にし
、ここで第１ディスプレイ３０がデバイスの前面に位置するようになる。
【００２０】
　第２画像５４が、第１ディスプレイ３０に表示されている。第２画像としてどの画像を
表示するかは、コントローラ２４が判断する。具体的には、コントローラ２４は、第１デ
ィスプレイ３０にどの画像を表示する必要があるかを判断するために、回転されるより前
に、センサ４６からのインプットおよび第２ディスプレイ３２からのユーザ選択を使用す
る。この例では、ユーザが通話アイコン５２を選択したので、第２画像は、ユーザが電話
番号をダイヤルするためのアイコンを伴った電話のキーパッド画像５４を備えている。
【００２１】
　別の例を挙げる。ユーザが電話アイコン５２ではなくカメラ・アイコン５６（図８参照
）を選択していた場合、次にユーザがセクション１２、１４の構成を変更すると、第２画
像は、メモリに保存されているデジタル画像、またはデジタル画像ソフトウェア・プログ
ラム・アプリケーションのスクリーン画像を表示することができる。その結果、ユーザは
、画像（単数または複数）を見るか、またはスクリーン画像で利用可能となっているその



(8) JP 2008-541183 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

他の操作を行うことができる。
【００２２】
　これらの例は、ディスプレイのうちの１つ（上述の例では第２ディスプレイ３２）にお
いて行う選択により、その次に第１および第２セクション１２、１４が互いに関して動か
されるときに、もう１つのディスプレイ（上述の例では第１ディスプレイ）に表示されて
いるものを変更することができることを示している。実行中のアプリケーションにおける
表示も、第１および第２セクション１２、１４の互いに関する動作に基づいて変更するこ
とができる。例えば、図１１乃至１６をさらに参照すると、図１１が、図７と同様の電話
１０を示している。図１２は、スタイラス５０を使用して、書き込みタブレット・アイコ
ン５８を選択してタッチ・スクリーン技術を用いたメモパッド・アプリケーションを起動
するところを示している。その後に、図１３に示されているように第２セクション１４が
第１セクションに対して動くと、第１ディスプレイに表示されている画像が、書き込みタ
ブレット画像６０を備えるようになる。メイン・メニュー（図７に示されている画像４８
）、あるいは、ディスプレイ３２で開いている別の選択されたモードまたはアプリケーシ
ョンは、ディスプレイ３２上で実行したままに（かつおそらくは、電池寿命の節約のため
一時的に照明せずに）しておくことができ、そのためユーザが、ページ／セクション１４
を元に戻すことによって、もう１つのモード／アプリケーションへ戻ることが可能となり
得る。図１４に示されるように、ユーザは、スタイラス５０を使用してディスプレイ３０
に情報を書き、後にメモリへ保存（さらに、おそらくはタイプされた文字列へ文字認識変
換）することができる。
【００２３】
　ユーザが、アプリケーションの別のページ（この例では、書き込みタブレット・アプリ
ケーションの別のページ）へ進むことを望む場合、ユーザは、図１５に示されるように、
第１セクション１２を回転させることができる。この結果、第２セクション１４が、再び
前面へと移動する。コントローラ２４が、第２ディスプレイ３２に白紙の書き込み画像６
０を表示することができ、ユーザは、図１６に示されるように、引き続きスタイラス５０
でアプリケーションに書き込んでいくことができるのであるが、今度は、第２ディスプレ
イ３２を経ている。第１および第２セクション１２、１４は、ステノ・ブックまたはメモ
帳と同様に、ユーザの必要に応じて何度でも互いに関して回転させられることが可能であ
り、それに伴ってディスプレイ３０または３２が、ユーザによるさらなる書き込みのため
に先へ回転されるたびに白紙になって、新たに現れる。
【００２４】
　さらに図１７および図１８を参照すると、以前に表示されていたアプリケーション・ペ
ージへと戻るように、セクション１２、１４を逆の方向に回転させることが可能である。
例えば、図１７および図１８で示されている実施形態では、ユーザが、矢印６０で示され
ているように、図１６に示されているポジションから図１８に示されているポジションへ
、第１セクション１２を逆に回転させることができる。図１８に示されているポジション
は、図１４に示されているポジションと同じであり、ディスプレイには図１５で第１セク
ション１２が回転させられたときに保存されたままの情報が表示されている。このように
、ユーザは、アプリケーションの、以前に表示されていたページを見ることができる。こ
の例では、ユーザは、図１４および図１８に示されているような以前に書いていたページ
から、情報を編集または複写することが可能と考えられる。ユーザは、ただ、セクション
１２、１４を前後に回転させるだけで、ページ（および／またはアプリケーションあるい
はモード）の間を前後へジャンプすることができる。デバイスは、例えば１ページを超え
る長い文書を書く場合などさらなるスペース／ページが必要なときに、ユーザによって行
われるページ変更（セクション回転）を自動的に承認できる。言い換えれば、ユーザは、
まるで本物の手帳に書くように、必要に応じてきれいなページ／セクションを開きながら
書くことができ、紙の本の場合と同様に前に戻ることができる。
【００２５】
　ふたをされているディスプレイ（すなわち、２つの折りたたまれたセクションの間で受
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動状態にあるディスプレイ）では、第２のアプリケーションを開いたままにしておくこと
ができるので、ディスプレイ（およびアプリケーション）間の切り替えが可能となる見込
みが生じ、それによりユーザは、常に正しいアプリケーションが前面のディスプレイに来
るようにできる。ユーザが書き込みを終えると、ユーザは文書を保存し、ページ／セクシ
ョンの変更または第１のアプリケーションの終了によって、もう１つのアプリケーション
へ戻ることができる。本発明は、ほぼ無限のページを作成し／開き／閲覧させることがで
きる。さらに、この機能は、複数ページのカレンダ、電子メール・リストなどを見ること
をサポートしており、デバイスの使い勝手を非常に簡単かつ明瞭なものに保ちつつ、電話
で話しながら同時に「ピーピング」（異なるディスプレイのページおよび／またはアプリ
ケーションの間に素早く目を通すこと）することを可能にしている(マルチタスキング）
。
【００２６】
　本発明の利点は、ヒンジの動作、またはセクション１２、１４の互いに関する動作に基
づいて、ディスプレイ間のアプリケーション表示を変更する能力にある。本発明により、
マルチタスキング（２つのアプリケーションが同時に開く）、およびアプリケーション間
の直観的な切り替えができるようになる。本発明は、基本的に、電子デバイスのユーザ・
インターフェース（ＵＩ）用に、ブックメタファ（または類似するもの）を提示するもの
である。本発明は、アプリケーションおよび表示間の直観的かつ容易な切り替えの利点を
提供するものである。
【００２７】
　一実施形態では、基本的に、デバイスが「開いている」（図２および４乃至６）と想定
すると、２つのディスプレイが、別々のブロックまたはセクション１２、１４の中にあっ
て互いに反対側に位置するように構成されている。デバイスが折りたたむか、または閉じ
られている（図１および図３）とき（なお、デバイスがどのやり方で折りたたまれても同
じである）は、常に１つのディスプレイ表示がされている。
【００２８】
　本発明を用いると、少なくとも２つのモード（またはアプリケーション）を同時に開く
ことが可能となる。普通の本のページを替えるメタファを提供することができる。ページ
を替えるべくセクション１２、１４を替えることで、複数ページを有するアプリケーショ
ンを紙の本と同様に見ることができる。さらに、アプリケーション間の切り替えも、同様
に行うことができる。物理的には、完全に回転することのできるセクションを備える実施
形態が可能であり、これは、後部がスプリング様になっている手帳のようなものである。
このような構想にすれば、セクション１２、１４の動作が効率良く利用されるようになり
、ユーザは、本あるいはメモ帳またはステノ・ブックのように自然で簡単なメタファを得
る。
【００２９】
　さらに図１９を参照すると、別のアプリケーションが示されている。このアプリケーシ
ョンでは、デバイス１０が、目覚まし時計のモード／アプリケーションを備える。ユーザ
は、図１に示されている第２ディスプレイ３２からアプリケーションを選択し、第１およ
び第２セクション１２、１４を互いに関して回転させて、図１９に示されているポジショ
ンにすることができる。接続セクション１６は、セクション１２、１４を図１９に示され
ているようなくさび形に固定するために、戻り止めシステムを備えると考えられる。くさ
び形になると、デバイス１０は、ディスプレイ３０を（若干斜めであるが）ほぼ垂直の向
きにして卓上に置くことができるようになる。これは、昔ながらの日付／時間インデック
スを思い出させるが、同時に目覚まし時計モードなどのモードを有することも可能である
。ここで、図２０乃至２２を参照すると、本発明の別の実施形態が示されている。この実
施形態では、電話１０'が、唯一のディスプレイとして、第１セクション１２にディスプ
レイ３０を備える。第２セクション１４'は、ディスプレイを備えていない。その代わり
に、第２セクション１４'は、ウィンドウ６２を備える。ウィンドウは、タッチセンサ式
のクリア・ウィンドウとすることもできるし、または単にクリアな保護用ウィンドウとす
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ることもできると考えられる。別の実施形態では、ウィンドウが、単なる穴となっている
ことも考えられる。この実施形態は、おそらく本発明を使用する目的がデジタル画像をパ
ラパラめくるためだけであるような、簡素化された電話で使用されると考えられる。
【００３０】
　さらに、図２３を参照すると、例えば無線リンク６６によって、さらには有線の接続に
よって、ディスプレイ６４へ画像を出力するように、デバイス１０または１０'を構成す
ることも考えられる。ページ／セクション１２、１４がデバイス１０、１０'の中で替え
られると、ディスプレイ６４に表示されている画像も替わると考えらえられる。
【００３１】
　さらに、図２４乃至２６を参照すると、本発明のさらに別の実施形態が示されている。
本実施形態では、デバイス１０''が２つのセクション１２''および１４''を有し、これら
は、セクション１２''、１４''の側面にある接続セクション１６''によって接続されてい
る。従って、セクション１２''および１４''は、矢印７０によって示されるように、望ま
しくは前後にさらに／または何回も同じ方向に、互いに関して回転することができる。
【００３２】
　上記の説明から明らかなように、本発明の機能は、様々な異なる形式の実施形態または
アプリケーションに組み込めると考えられる。ハンドヘルド携帯装置は、フレームの主要
なセクションとして、ほぼ等しいサイズおよび形の２つのブロック・セクションを備える
と考えられる。上記のブロック・セクションは、実質的に同じとすることもでき、または
互いに関して軽微なあるいは相当な差異を持たせることも考えられる。装置のソフトウェ
アは、第１および第２ブロック・セクションの互いに関する正式な初期状態がないように
構成されると考えられる。従って、第１ブロック・セクションが前面にあるのか、あるい
は第２ブロック・セクションが前面にあるのかに関わりなく、２つのブロック・セクショ
ンのうちのいずれであってもそのとき前面にある方において、同様の機能の少なくとも一
部を提供または実行することが可能と考えられる。ブロック・セクションの形が、例えば
ステノ・ブックなど本様式の使用に対応していて、開きやすく、「ページ／ブロック・セ
クション」を回転させるのに十分なつかみ方ができ、片手でしっかりと保持することが容
易となっていると望ましい。
【００３３】
　ブロック・セクションのうちの１つまたは両方がカメラ（デジタル・スチル・カメラお
よび／またはビデオ・カメラ）を備えること、および／またはヒンジがカメラを備えるこ
とができると考えられる。ブロック・セクションのうちの１つまたは両方、および／また
はヒンジが、カメラ・モード専用の１つあるいは複数のボタン、例えばシャッター・ボタ
ンなどを備えることがあり得る。ヒンジを、ボタンまたはユーザ作動のスイッチを伴って
ＵＩの一部とすることもできると考えられる。図２７に見られるように、ヒンジ１６'は
、カメラ機能のためのユーザ選択スイッチ７２を備えると考えられる。カメラ（単数また
は複数）は、ブロック・セクション（単数または複数）上の任意の適切なポジション（単
数または複数）にあってよいと考えられる。図２８は、カメラ８０が第２セクション１４
''の裏面にある例を示している。第２セクション１４''は、さらに、電話専用ボタン８２
およびシャッター・ボタン８８を側端部８４上に有する。これらの側端ボタンは、第１／
第２ブロック・セクションの互いに関するポジショニングに関わらず押し下げることがで
きる。さらに、両方のブロック・セクション１２''、１４''には、ハンドル８６も備えら
れている。
【００３４】
　装置は、カメラを備えない場合であっても、例えば電子カレンダなどの閲覧、ブラウジ
ング、書き込み用の、マルチメディア・デバイスとすることができる。ブロック・セクシ
ョンの１つあるいは両方には、スタイラスを設けることが可能であり、磁気的に取り付け
ればよい。ＵＩの一部として、中核技術のディスプレイを設けることが可能であり、タッ
チセンサ式とすることができる。必要に応じて、ディスプレイの上にレンズを備えること
も考えられる。２つのディスプレイのうち１つが常に見えているとよいので、ディスプレ



(11) JP 2008-541183 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

イを覆う透明なカバーを用意するか、またはディスプレイを、ブロック・セクションの周
囲の枠内で若干引っ込めて取り付けることが考えられる。
【００３５】
　図２９に見られるように、１つまたは両方のブロック・セクションは、メモリ・カード
７６を取り外し可能に受け入れるように、エリア７４を備えることが考えられる。ブロッ
ク・セクション１２、１４のいずれか１つまたは両方に、５方向ナビゲーション・キー７
８を備えることができる。基本的なＵＩは、両方のブロック・セクションに備えられてい
る場合には、２つのブロック・セクションがどのようなモードあるいは互いに関してどの
ようなポジションにあっても（第１ブロック・セクションが前面でも、または第２ブロッ
ク・セクションが前面でも）、どちらのブロック・セクションが前面にあるかに関係なく
同じとすることができると考えられ、従って、どの時点においてもユーザを混乱させるこ
とがない。故に、ユーザは、複数ページの文書を見た後で、２つのブロック・セクション
のうちのどちらがＯＮのままになっている（つまり、前面に位置している）のかを気にす
る必要がない。
【００３６】
　別の形式の実施形態では、ブロック・セクションのうちの１つが、もう１つのブロック
・セクションよりも丈が短いことがあり得る。従って、ソフトウェアは、第１ブロック・
セクションが前面にあるか、あるいは第２ブロック・セクションが前面にあるかによって
、別々のモード用に構成されると考えられる。第１モードでは、例えば長い／大きい方の
ブロックが前面にあり、装置は、タッチ・スクリーン・ベースのＵＩを用いる電話用途、
ＰＤＡモード、および通話対応キーを用いる単純な通話対応モード用に、構成されると考
えられる。第２モードでは、例えば短い／小さい方のブロックが前面にあり、装置は、ボ
タンまたはローラ・ベースのＵＩを用いるカメラ用に構成されるか、または回転させて開
くことにより電話の着信に答えるように構成されると考えられる。さらに、カレンダ、電
子メール、文書の閲覧作成、ギャラリーの閲覧などの機能のために、２つのブロック・セ
クションを互いに関して何度も繰り返して回転させることができるように、「無限」モー
ドを備えることもできると考えられる。
【００３７】
　ここで図３０乃至３３を参照すると、本発明のさらに別の実施形態が示されている。こ
の実施形態では、第２セクション９０が、３６０度ヒンジ１６によって、第１セクション
１２に回動可能に接続されている。一方、第２セクション９０は、第１部分９２と、第２
部分９４とを有する。第２部分９４は、第２ディスプレイ３２を有し、第１部分９２と回
転可能に接続されている。第２部分９４は、第１部分９２およびヒンジ１６に対して矢印
９６で示されるように回転可能となっている。回転軸は、通常、ヒンジ１６における回転
の軸と直交する。
【００３８】
　図３２に見られるように、第２部分９４を第１部分９２に対する第１ポジションに置く
と、文字列９８を、縦長である第１の向きで第１ディスプレイ３０に表示するようにでき
る。図３３に見られるように、第２部分９４を第１部分９２に対する第２ポジションに置
くと、文字列９８を、自動的に、横長である第２の向きで第１ディスプレイ３０および第
２ディスプレイに同時に表示するようにできる。図３３に見られるように、ただし文字列
の方向には関わらず、文書の２ページまたは２つのイメージを、互いに隣り合わせて同時
に見ることが可能である。このことは、映像または画像の編集（元の画像と、編集されて
いる画像との比較）に有用であると考えられる。さらに、このような設定により、ディス
プレイ３０、３２の両方を同時に電話という用途に使うこともできるようになる。例えば
、ディスプレイ３０が電話キーのアイコンを有しながら、ディスプレイ３０が他の情報あ
るいはユーザが選択可能なメニュー機能を有するなどである。
【００３９】
　当然のことながら、上記の説明は、本発明の一例を挙げたものに過ぎない。本発明から
離れることなく、当業者によって様々な代替案および変更例を考案することが可能である
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。従って、本発明は、添付の請求項の範囲内に収まる上述の代替案、変更例、および多様
性の全てを含めるものとする。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の機能を実装した携帯用電子デバイスを第１折り畳み形態で示した斜視図
である。
【図２】図１に示されたデバイスを、開かれて折りたたまれていない構成で示した斜視図
である。
【図３】図１に示されたデバイスを、第２折り畳み形態で示した斜視図である。
【図４】図２に示されたデバイスの側面図である。
【図５】図２に示されたデバイスの正面図である。
【図６】図２に示されたデバイスの背面図である。
【図７】ディスプレイに第１画像を伴った、図１に示されたデバイスの斜視図である。
【図８】ユーザによるアプリケーション／モード・アイコンの選択を表している、図７に
見られるのと同様の斜視図である。
【図９】２つのセクションが互いに関して動かされる過程にある、図８に示されたデバイ
スの斜視図である。
【図１０】図３に示された第２折り畳み形態へと動かされた後の、図９に示されたデバイ
スの斜視図である。
【図１１】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１２】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１３】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１４】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１５】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１６】本発明を使用する方法の第２の形式を実現するように使用および構成されてい
る、図７に示されたデバイスの斜視図である。
【図１７】セクションのうちの１つを回転の逆方向に回転させることによって以前のアプ
リケーション・ページをめくり返すように使用されている、図１１乃至１６に示されたデ
バイスの斜視図である。
【図１８】セクションのうちの１つを回転の逆方向に回転させることによって以前のアプ
リケーション・ページをめくり返すように使用されている、図１１乃至１６に示されたデ
バイスの斜視図である。
【図１９】目覚まし／時計のモード／アプリケーション用に構成されている、図７に示さ
れたデバイスの斜視図である。
【図２０】本発明のさらに別の実施形態を示す、図１に類似した斜視図である。
【図２１】本発明のさらに別の実施形態を示す、図２に類似した斜視図である。
【図２２】本発明のさらに別の実施形態を示す、図３に類似した斜視図である。
【図２３】遠隔ディスプレイを用いた本発明の使用を示す図である。
【図２４】本発明の図１に類似したさらに別の実施形態を異なる構成で示す斜視図である
。
【図２５】本発明の図２に類似したさらに別の実施形態を異なる構成で示す斜視図である
。
【図２６】本発明の図３に類似したさらに別の実施形態を異なる構成で示す斜視図である
。
【図２７】ヒンジ上のユーザＵＩセクションを示している、本発明の別の実施形態を示す
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部分的な斜視図である。
【図２８】カメラの位置を示している、別の実施形態を示す斜視図である。
【図２９】メモリ・カード、スロット、および５方向ナビゲーション・キーを示している
、別の実施形態を示す斜視図である。
【図３０】多様な構成における本発明のさらに別の実施形態を示す斜視図である。
【図３１】多様な構成における本発明のさらに別の実施形態を示す斜視図である。
【図３２】多様な構成における本発明のさらに別の実施形態を示す斜視図である。
【図３３】多様な構成における本発明のさらに別の実施形態を示す斜視図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】

【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】

【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】

【図３３】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年3月5日(2007.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セクションの第１面に第１ディスプレイを備える前記第１セクションと、
　前記第１セクションと回動可能に接続されている第２セクションであって、前記第２セ
クションが、前記第２セクションの第１面に第２ディスプレイを備え、前記第２セクショ
ンが前記第２セクションの前記第１面の反対側に第２面を備え、さらに前記第１および第
２セクションが互いに関して第１折り畳み形態にあるとき、前記第１セクションの前記第
１面が、前記第２セクションの前記第２面の向かい側に位置する、第２セクションと、
を備える、携帯用電子デバイス。
【請求項２】
　前記第１および第２セクションが、互いに関して第２折り畳み形態にあるとき、前記第
２セクションの前記第１面が、前記第１セクションの第２面の向かい側に位置する、請求
項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項３】
　送受信機付き移動電話を備える、請求項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項４】
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作を感知するセンサと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に少なくとも部分的に基づいて、前
記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する、前記センサに接続され
ているシステムと、
をさらに備える、請求項１に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項５】
　前記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する前記システムが、前
記第２ディスプレイ上でアプリケーションを選択する手段を備え、ここで該アプリケーシ
ョンは、前記第１および第２セクションが次に前記第１折り畳み形態から変化する時に、
前記第１ディスプレイに表示されるべきアプリケーションである、請求項４に記載の携帯
用電子デバイス。
【請求項６】
　前記第１および第２ディスプレイに表示されている画像を変更する前記システムが、前
記第１および第２セクションが互いに関して連続的に回転させられる時に、アプリケーシ
ョンの連続したページ画像を、連続して１つずつ前記ディスプレイに表示する手段を備え
る、請求項４に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項７】
　第１ディスプレイを備える第１セクションと、
　前記第１セクションに対して回動可能な第２セクションと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作を感知するセンサと、
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に基づいて、前記第１ディスプレイ
に表示されている画像を変更する、前記センサに接続されているシステムと、
を備え、前記第２セクションが第２ディスプレイを備え、前記第１および第２セクション
が折り畳み形態にあるときに前記第１および第２ディスプレイが同じ方向を向くように構
成される、携帯用電子デバイス。
【請求項８】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションの互いに関する動作に
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基づいて前記第２ディスプレイに表示されている画像を変更するようになっている、請求
項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項９】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションが次に第１折り畳み形
態から変化する時に前記第１ディスプレイに表示されるべきアプリケーションを、前記第
２ディスプレイ上で選択する手段を備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１０】
　画像を変更する前記システムが、前記第１および第２セクションが互いに関して連続的
に回転させられる時に、アプリケーションの連続したページ画像を、連続して１つずつ前
記ディスプレイに表示する手段を備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１１】
　前記第２セクションが、前記第２セクションを通して前記第１ディスプレイを見ること
ができるようにするウィンドウを備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１２】
　送受信機付き移動電話を備える、請求項７に記載の携帯用電子デバイス。
【請求項１３】
　前記第１および第２セクションの互いに関する動作に少なくとも部分的に基づいて、第
２ディスプレイに表示されるべき画像を選択する手段をさらに備える、請求項７に記載の
携帯用電子デバイス。
【請求項１４】
　前記第１および第２セクションが、互いに関して約３６０度回転可能な、請求項７に記
載の携帯用電子デバイス。
【請求項１５】
　携帯用電子デバイスのディスプレイに画像を表示する方法であって、前記方法が、
　第１ディスプレイを有する第１セクションが第２ディスプレイを有する第２セクション
に対して回動可能である、前記第１セクションおよび前記第２セクションを前記携帯用電
子デバイスに備えさせることであって、ここで前記第１および第２セクションが折り畳み
形態にあるときに前記第１および第２ディスプレイが同じ方向を向くようにされる、こと
と、
　前記第２セクションの前記第１セクションに対する動作、および前記第２ディスプレイ
で選択されているかまたは実行中であるアプリケーションに少なくとも部分的に基づいて
、前記第１ディスプレイに表示されるべき画像を選択することと、
を含む、方法。
【請求項１６】
　前記第１セクションの前記第２セクションに対する動作、および前記第１ディスプレイ
で選択されているかまたは実行中であるアプリケーションに少なくとも部分的に基づいて
、前記第２ディスプレイに表示されるべき画像を選択することをさらに含む、請求項１６
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ディスプレイ上の画像を第１の順序で連続的に見るために、前記第１および第２セ
クションを互いに関して第１の方向に回転させることをさらに含む、請求項１６に記載の
方法。
【請求項１８】
　前記ディスプレイ上の画像を逆の第２の順序で連続的に見るために、前記第１および第
２セクションを互いに関して反対の第２の方向に回転させることをさらに含む、請求項１
８に記載の方法。
【請求項１９】
　携帯用電子デバイスにおいて、複数の画像の表示を変更する方法であって、前記方法が
、
　ベース・セクションに対して回動可能であるカバー・セクションを前記携帯用電子デバ
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イスに備えさせることであって、前記ベース・セクションが第１ディスプレイを備え、前
記カバー・セクションが、第２ディスプレイか、前記カバー・セクションと前記ベース・
セクションとが第１の折り畳み形態にある時に前記第１ディスプレイを見るためのウィン
ドウかのいずれかを備える、ことと、
　前記複数の画像の中の第１の画像を前記ディスプレイに表示することと、
　前記カバーおよびベース・セクションを互いに関して動かすことと、
を含み、前記複数の画像の中の、前記第１の画像とは異なる第２の画像が、前記カバーお
よびベース・セクションの互いに関する動作に基づいて、自動的に前記第１ディスプレイ
または前記第２ディスプレイに表示され、前記カバー・セクションと前記ベース・セクシ
ョンとが前記第１の折り畳み形態にある時は　前記第２ディスプレイ又は前記ウィンドウ
前面のいずれかと、前記第１ディスプレイとが同じ方向を向く、方法。
【請求項２０】
　前記第１ディスプレイまたは前記第２ディスプレイ上の画像を第１の順序で連続的に見
るために、前記カバーおよびベース・セクションを互いに関して第１の方向に回転させる
ことをさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１ディスプレイまたは前記第２ディスプレイ上の画像を逆の第２の順序で連続的
に見るために、前記第１および第２セクションを互いに関して反対の第２の方向に回転さ
せることをさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２２】
　ハンドヘルド携帯装置の複数のディスプレイに表示される複数の画像を変更するための
動作を実行するための、前記装置によって実行可能な命令によるコンピュータ・プログラ
ムであって、前記動作が、
　前記複数のディスプレイのうちの第１のディスプレイに前記複数の画像の中の第１の画
像を表示することと、
　その後、前記ハンドヘルド携帯装置の第１セクションが、前記ハンドヘルド携帯装置の
第２のセクションに対して、第１方向に回動したかどうかを判断することと、
　前記第１セクションが前記第２セクションに対して回動したという判断に基づいて、前
記複数の画像の中の第２の画像を前記複数のディスプレイのうちの第２のディスプレイに
自動的に表示することと、
　その後、前記ハンドヘルド携帯装置の前記第２セクションが、前記第１セクションに対
して、同じ前記第１方向に回動したかどうかを判断することと、
　前記第２セクションが前記第１セクションに対して回動したという判断に基づいて、前
記複数の画像の第３の画像を前記ディスプレイの第２ディスプレイに自動的に表示するこ
とと
を含む動作である、コンピュータ・プログラム。
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